


    悩み

     末期の痛みの為、周りのものに大変な思いをさせることが最大の悩みである。延命は望まないことを親族に話してある。 


    助言

    
              【緩和ケアをご存じですか】




  
  がんという病気については、『痛い』『苦しい』というイメージが残っています。しかし今日では、がんの患者さんが感じているつらさを総合的にやわらげる『緩和ケア』の研究が進み、がん医療の現場に普及しつつあります。適切な緩和ケアを受けることで、がんの進行に伴うつらさの多くは軽減できるようになってきました。
がんに関係する痛みをやわらげる治療の基本となるのは『WHO方式がん疼痛治療法』です。WHO方式がん疼痛治療法は、時間を決めて、痛みの強さに応じた薬を飲むことを基本とする治療法で、適切に実施すれば8割から9割の患者さんでがんの痛みを抑えることができると言われています。ほかにも、痛みをやわらげるための様々な方法が開発されています。
また、緩和ケアでは、患者さんだけではなく、患者さんの家族を支えることも重視しています。患者さんと家族が、無理をしすぎない範囲で支えあい、お互いにとってよい関係を保っていけるように、緩和ケアの現場では、様々な職種のスタッフやボランティアがチームでサポートを行います
もし、将来のつらさに関する予感があなたを悩ませているのでしたら、『緩和ケアについて情報を集めることで、気持ちが少し、おだやかになるかもしれません。
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